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令和２年度の現場見学会参加高校について 

（延べ９校 ２２０人） 

 
１．参加した高校・人数について 

 

①土木系学科 ５校  １２１人 

工事名 実施日 対象生徒 学校名 

県道下関川棚線道路改良工事現場 

県道小野田山陽線（くし山跨線橋）架替工事 
１０．２６ ３５人 山口農業高校 

県道小野田山陽線（くし山跨線橋）架替工事

国道490号道路改良（角力場トンネル）工事 
１０．３０ １４人 萩商工高校 

国道490号（絵堂萩道路）道路改良工事 

国道490号道路改良（角力場トンネル）工事 
１１． ６ ３５人 岩国工業高校 

国道490号道路改良（角力場トンネル）工事 

国道491号道路改良工事 
１１．１０ ２２人 下関工科高校 

国道490号（絵堂萩道路）道路改良工事 

県道小野田山陽線（くし山跨線橋）架替工事 
１１．１３ １５人 宇部西高校 

※徳山商工高校、田布施農工高校は新型コロナウイルス感染防止のため中止 

 

 

②建築系学科合計 ４校 ９９人 

工事名 実施日 対象生徒 学校名 

県立多部制定時制高等学校新築工事 

 

新山口駅南北自由通路見学 

 

新山口駅北地区拠点施設建設工事 

 

１０．１２ １６人 萩商工高校 

１０．１３ ２１人 下関工科高校 

１０．２７ ２７人 柳井商工高校 

１１．１０ ３５人 岩国工業高校 
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２．現場見学会時に配布した高校生意識調査の結果について 

 

 
 

 

 

全体の６２％が建設業界に有望な生徒！ 

        

 
 

 

 

現在在学する高校を選んだ理由の１位は、「就職に関係なく土木・建築に興味あった」が、２０８

人中６９人と回答者全体の３３％を占めました。 

同じく２位は「建設会社に就職するため」の５３人・２６％でした。 

「とくに理由はない」、「その他」といった消極的な学校選びをした生徒は３８％で、昨年の２６％と

比較すると１２％増加しました。 

しかしながら、建設業に対して積極的な学校選びをした生徒が６２％もいたという結果から、将来

建設業に就職する可能性が高い有望な生徒が半数以上参加したことが分かりました。 
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進学希望者の３０％が理工科系を選択！ 
 

 

 

 

今回の参加者２２０人の中で、進学を希望する生徒は５０人いました。 

その内、進学先と文科系・理工科系等の組合せについて１位は、「短大・専門学校（その他）」が

５０人中２５人と回答者全体の５０％を占めました。 

同じく２位は「短大・専門学校（理工科系）」で８人・１６％でした。 

「理工科系」を選択した生徒が全体で１５人いたことから、３０％の生徒が将来の進学先として、

土木・建築に関連する学部を選択する可能性が高いことが推測されます。 

また、昨年との比較では、「理工科系」進学希望者が４６％だったので、今年は１６％低い結果に

なりました。 

 

 

 

 

 



６  
 

 

 

 
 

 

 

 

     全体の６５％が県内外の建設会社に就職希望！ 

        

 

 

 

 

今回の参加者２２０人の中で、就職を希望する生徒は１８９人いました。 

その内、就職先の希望について１位は、「県内の建設会社」が１８９人中７９人と回答者全体の 

４２％を占めました。 

同じく２位は「県外の建設会社」で４４人・２３％でした。 

このことから、県内外を問わず、建設会社に就職を希望する生徒の合計は１２３人・６５％という

全体の７割近い高い結果となりました。 

また、昨年との比較では、建設会社の就職希望者は６８％だったので、今年は３％低い結果にな

りました。 
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  後継者問題に該当する生徒の７６％が後を継ぐことに前向き！ 

        

 

 

 

 

後継者問題について、回答した参加者２０４人の中で、「家業は建設業ではない」生徒は１４５人

で全体の７１％を占めました。 

家業が建設業であり、後継者問題について該当する生徒は５９人いましたが、その内「後継ぎの

意思がある者」について１位は、「他の会社就職後」で１９人を占めました。 

他にも、「卒業後ただちに」や「進学した後」といった、後を継ぐことに前向きな考えを持つ生徒の

合計は５９人中４５人で７６％を占めるという高い結果となりました。 

また、昨年との比較では、後継予定者は７３％だったので、今年は３％高い結果になりました。 
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          建設業に就職したい生徒は５３％！迷いがある生徒は２３％？ 

        

 

 

 

 

建設業への意見について１位は、「就職したいと思っている」が、２０１人中１０８人と回答者全体

の５３％を占めました。昨年は５４％でしたので、１％低い結果となりました。 

同じく２位は「就職についてどちらとも言えない」の４６人・２３％でした。 

「就職する考えはない」、「仕事自体に興味ない」といった生徒は２２人・１０％でしたが、建設業

のことがまだよく分からない生徒も２５人・１２％いることが分かりました。 

今後の課題として、就職に迷いがある生徒や建設業への理解を深めるためにインターンシップ

やＰＲ活動が更に必要だということが分かりました。 
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         全体の８６％が建設業を重要な基幹産業と思う！ 

 

 

        

 

建設業が経済発展に重要な基幹産業であることへの意見について１位は、「そう思っている」が、

２０７人中１３３人と回答者全体の６４％を占めました。昨年は６７％でしたので、３％低い結果とな

りました。 

２位は、「そう言われれば、そのように思う」の３５人・１７％でした。これらに加えて、４位の「そう

言われて建設業に対する認識を新たにした」の１１人・５％を合わせると、４６人・２２％の生徒が、

今回の現場見学会を体験したことにより、新たに建設業を重要な基幹産業だと思っていただけまし

た。これにより、結果的には全体の８６％が同じ思いとなりました。 
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        全体の９割が休日体制や勤務時間に関心が高い！ 

        

 

 

 

 

建設会社に就職する場合、どのような情報が欲しいかについて１位は、「休日体制」が、２０８人

中２０３人と回答者全体の９８％を占めました。 

同じく２位は、「仕事の内容」の１９７人・９５％でした。他にも８割以上の高い関心を集めたのは、、

「勤務時間」、「給与体系」、「仕事上の必要な資格」、となり、働き方改革の影響も推測されます。 

あまり関心のないものは、「寮の設備」、「資本金・社員数・工事高等の規模」で、５０％以下でし

た。 

現在、建設業界では週休二日制度に向けて、官民一体となって取り組んでいます。 

これからの人材確保・育成・定着のためには、改めて各企業における早急な取組が必要である

ことが分かりました。 
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 全体の９９％が参考になった！ 

        

 

 

 

 

最後に、現場見学会の｢大変参考になった｣が第１位で、２０５人中１４６人と回答者全体の７１％

を占めました。 

２位は、「いくらか参考になった」の５７人・２８％でした。 

これらを合計すると、２０３人・９９％とほぼ全ての生徒が現場見学会で何らかの成果を得られた

という結果になりました。 

また、昨年は参考になった生徒が９９％であり、今年度もほとんどの生徒が参考になったとの回

答が寄せられたことから、現場見学会の実施は大変有意義なものだったと判断されます。 
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３．地元建設業について思うこと 一言で！ （自由意見）  

 

― 土木系学科５校 ― 
 

◆山口農業高校（１０．２６ 現場見学会実施） 
 

1. すごく大切な仕事だと思うので、未来に残し

ていきたいと思いました。 

2. 今回の体験でとても勉強になり、建設業へ

の夢が強く固まりました。 

3. 自分たちの進路の考えにとても参考になり

ました。進路について迷っていたので、今回

の見学は一つの例となりました。 

4. いつも見えないところで努力している人がい

るから、私たちが幸せな日々を送れている

んだなと思った。 

5. とてもすごいなと思った。 

6. 体力も頭も使う大変な仕事だが、やりがい

も大きそうだった。 

7. 色々な貴重な現場に行かせてもらってよか

った。 

8. 未来につなげる大切な仕事だと思いまし

た。 

9. 地元を誇りに思います。 

10. とても参考になりました。ピラーもカラフルで

とても見やすかったです。 

11. いつも何気なく通る道や鉄道も多くの人た

ちの努力でできているのだと分かりました。 

12. ピラーは見やすくて、分かりやすかった。 

13. 地元を支えるすばらしい建設業 

14. 土地を活かすのが大変そう 

15. どの仕事もすごく大きくて責任も重い。 

16. すごく大変そうだったけど、すごく楽しそうでした。地図に残る仕事はすごいと思いました。 
 

 

◆萩商工高校 

（１０．３０ 現場見学会実施） 

 
1. 地元を支えている仕事の一つだと思った。 

2. 色々な企業があり、迷う。 

3. とてもかっこよかった。 

4. とても大変な仕事だと思った。 

5. どんなものがあるのかあまり知れてない。 
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6. 市内でもこの環境で頑張っている人がいて

すごいと思った。 

7. もっと発展してほしいです。 

8. 大変な内容ばかりだけど、とてもやりがい

のある仕事だと思った。 

9. 地元の人たちのためにいつもありがとうご

ざいます。 

10. 建設業は私達が生活していく中で、なくて

はならない職業だなと思いました。 

11. 命を守る仕事だと思います。 

 

 

◆岩国工業高校（１１．６ 現場見学会実施） 

 
1. 雰囲気が良いと思います。 

2. 仲が良さそう。 

3. 頑張ってください！ 

4. 仕事内容はとても大変そうだけど、とても

やりがいのある仕事だなと思った。 

5. 感謝しています。 

6. とても良かった。 

7. 自分のためではなく、みんなのために働い

ていてすごい。 

8. たくさんことが学べて良かったです。 

9. 土木建築などの建築業に興味を持った。 

10. 大変そうだった。 

11. 感謝！！ 

12. 難しそうだった。 

13. みんなで頑張ろう！ 

14. 現場研修した後、さらに建設業について興

味がわいた。 

15. 作業員の方々が集中して作業をしていて

すごいと思った。 

16. 地元の発展に近づいているから、大変感

謝している。 

17. あまり地元建設業の情報を知らないので、

もう少し情報発信してほしい。 

18. 地元の建設業はあまり知らないけど、今回

のトンネルの現場見学には興味を持った。 

19. 自分のためにではなく、みんなのために働

いている。 

20. 建設業は活躍して、かっこいいと思う。 

21. やりがいのある仕事でいいと思う。 
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◆下関工科高校（１１．１０ 現場見学会実施） 

 
1. トンネルなど大きな物を造っていてすごいと

思いました。 

2. 地元の発展や、地図に残る仕事はとてもか

っこいいと思った。 

3. たくさん将来に参考となる情報がありまし

た。 

4. 大変だと感じた。 

5. 段々都会になっている気がします。 

6. 楽しかったです。 

7. メリハリがついた仕事ぶりですごいと思う。 

8. 道路を建設するにもいろいろな工夫がされ

ているということが分かった。 

9. もっと ICT 化を進めると就職したいと思う人も増えると思う。 

10. ピラーを見て、たくさんイベントがあることを知った。とても見やすい資料だった。 

11. 分かりやすかった。 

12. トンネルや橋や道路など、交通に必要な物をつくっていて、改めてすごいと思いました。 

13. 肉体労働は大変そうだなと思っています。 

14. 高校生に目を置いてくれていると思う。 

15. もっと他県に広めていきたい。 

16. すごく役に立っている。 

17. 地元を発展していく仕事は、とても重大で

大変そうだったけどかっこいいなと思いまし

た。 

18. 関門トンネルなどの市の象徴をつくれるの

は、数少ない人達かもしれないけど、自分

もつくってみたいと思った。 

19. 車を効率良く交通させるために工夫をして

いるのがすごいと思いました。 

20. 社会基盤を支える重要な仕事だと思う。 

21. 暑いときも寒いときも、私達の将来のために働いてくださってありがとうございます。 

 

 

◆宇部西高校 

（１１．１３ 現場見学会実施） 

 
1. 街を作っている仕事。 

2. みんな頑張っている。 

3. 大変そう。 

4. 大変で力仕事が多そう。 

5. 実際に見た方が建設工事の内容がよくわ

かった。 
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6. 建設業は簡単ではなく、難しい内容ばかり

だと改めて知った。 

7. 大変そうだった。 

8. 忙しそうだった。 

9. とても良い参考になった。 

10. 勉強できてよかったです。 

11. 生活する上で欠かせないと思った。 

12. がんばってください。 

13. とても大変なイメージがあったけど、とても

楽しいイメージが多かったと思いました。 

 

 

 

 

－ 建築系学科４校 － 
 

◆萩商工高校（１０．１２ 現場見学会実施） 

 
1. とても参考になった。 

2. 規模の拡大。 

3. 建設業の存在はとても大きいことが改めて

分かりました。 

4. 中小企業が多いので、少し大きい会社がで

きるともっと求人などもよくなるのかなと思

う。 

5. とてもやりがいがある。 

6. もっとがんばってほしい。 

7. 想像していたよりも大規模な工事をしてい

てビックリしました。 

8. 自分の育った地域で建物を建てるには良

いなと思いました。 

9. 建設業の人数は少なくなってきているが、

がんばってほしい。 

10. 団結力がある。 

11. これから少子高齢化社会になっていくので、

盛り上げていてほしい。 

12. 街の発展に大きく貢献している。 

13. 大きな会社がたくさんあって、県外や国外

でも活躍していてとてもすごいと思いまし

た。 
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◆下関工科高校 

（１０．１３ 現場見学会実施） 

 
1. 夢のある仕事。 

2. かっこいいです。 

3. とても良いと思います。 

4. お城にかかわれる機会はありますか。 

 

 

 

 

◆柳井商工高校（１０．２７ 現場見学会実施） 

 
1. とても良い建物を造っていて、すごいと思いました。 

2. 用語を覚えていないと、ついていけなさそう。 

3. 自分の身近な建物一つでも多くの人が関わっていて、たくさんの時間と労力を使っていること

が分かった。 

4. 初めて実際に現場の中に入らせてもらって、どんなのが出来るのか想像がつかなかったけど、

ライブの客席を見てやっと想像がつきました。大きな建物を作れる一人になるようにがんばっ

ていきたいと思いました。 

5. 熱心に作業していてとてもかっこよかった。 

6. これからも更に発展していってほしい。 

7. 地元を盛り上げるために、もっと頑張ってい

ってほしい。 

8. 仕事関係者の人達の仲が良さそうに見え

た。 

9. 現場を見学させていただいて、実際に見る

と、建物がすごく高いけどこれよりもう少し

高いのが完成すると聞いた時びっくりしまし

た。卒業生も今回の現場で働いていて、こ

のような卒業生になれるようにがんばろうと

思いました。 

10. 自分が知らなかったことをたくさん知ることができ、とても勉強になりました。一番印象に残っ

ていることは作業員への配慮がすばらしく、安全設備も充実しており、とても働きやすい環境

であるというところです。 

11. 今回見学させていただいて思ったことは、テレビで見たり話で聞くのとは違って、実際に見て

肌で触れることで、新しい発見ができるということです。今回の見学も新しい発見をたくさんす

ることができ、とても勉強になりました。 

12. 最大限のことを尽くして作業員、職人、そして周りの市民に対してより安全であるように対策を

していることに、良い建物を造ろうという姿勢を感じたことが印象に残りました。 

13. ICT の活用、管理によって工事の手間と誤りを無くしていくのと同時に、職人さん達により分か

り易く伝えられ、効率的に作業が出来るのは良いと思いました。それは、コンピュータに触らな

いと出来ないので、最低限ではなくきちんと使えるようにしようと思いました。 
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14. 県立多部制定時制高等学校新築工事現場を見学し、色々な事を学びました。そして、女性の

方々が活躍していらっしゃる姿を見て、私も活躍できるような人になりたいと思った。また、安

全や周辺の方への配慮がされていて、すごくいい現場だなと思った。 

15. 工事中の建物の中を見て、作業を行っている人は周辺がすごく見えていると思った。ぶつかっ

たりすると危ないということもあると思うが、周辺を気にしながら出来ていてすごいと思った。 

16. 工事中の現場を近くで見たのは初めてだっ

たので、見学して得たことがたくさんありま

した。杭があんなに大きい物だと知って、す

ごく驚きました。工事はやっぱり時間がかか

るけれど、建物が出来上がったら、とてもや

りがいを感じることができるだろうなと思い

ました。 

17. 現場の中を見る機会はあまりないので、と

ても良い経験になりました。安全に十分注

意していました。今回学んだことを自分の進

路の参考にしたいです。 

18. 普段は、道路などから見ている側だけど、

実際に近くで見てみると、沢山の人が色々

な作業をしていて、その日の作業内容が細かく表されていて、働きやすい環境づくりが伝わっ

てきて建設業のイメージが変わって、おもしろかった。 

19. 実際に現場の中に入ることは滅多にないことだから、すごくおもしろかった。作業員さんはもっ

と多いのかと思っていたけど、１箇所に１～３人くらいだったので、意外と少ないんだなぁと思っ

た。 

20. 知らないことがたくさんあるから、これから知っていきたい。 

21. 地元をこれから守っていってほしい。 

 

 

◆岩国工業高校（１１．１０ 現場見学会実施） 

 
1. 建設業があることで、市や町が発展してい

くので、とても大切な仕事だと思います。 

2. 必要不可欠な仕事。 

3. 仕事の内容が難しそう。 

4. いつもありがとうございます。 

5. かっこいい！ 

6. 地元に貢献できる良い職業だと思いまし

た。 

7. 良い街づくりのためにがんばっていて、す

ごい！ 

8. 県内に残ってくれた、地元愛のある大切な

人。 

9. 素晴らしい建物をたくさん建ててくださり、ありがとうございます。 

10. 朝早くから力仕事をしていて、すごい！ 

11. 大変そうだけど、すごく楽しそう。 
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12. 大変だと思うけど、やりがいがありそう。 

13. 女性の方がどんな仕事をしているか詳しく

知りたい。 

14. 良いと思う。 

15. 地元から人が出て行ったりして、大変かも

しれないけど、頑張ってほしい。 

16. 自分も就職するときは、建設業で働きたい

と思った。 

17. これからも安全に頑張ってほしいです。 

18. 女性の方も増えてきているので、いいなと

思いました。 

19. 職場がキレイ。 

20. 人手不足だということが分かったので、県外だけでなく県内の企業への就職も考えてみようと

思った。 

21. 地域のために欠かせないもの。 

22. 道の整備や測量を主にしているイメージが強いです。 

23. どの企業にも女性の方が何人かいて、女性でも就職できそうと思うことができます。 

24. 学ぶことに対してはもっと学んでいきたいが、仕事となると分からないことだらけで不安。 

25. 安全に作業している。 

26. かっこいい！ 

 

 

 


